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データにもとづく精度の高いマーケティングが可能に
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導入前の課題

商材に横串を通したデータ基盤の確立
担当者が商材毎に異なっており、マーケティング担当者によってツールの使い方やデー

タの見方も異なっていた。そのためサービス全体を視野に入れた、精度の高い施策

を練ることが難しかった。

導入後の効果

施策の精度向上と意思決定のスピードアップ
データ集計が月次から日次になり、データ活用のスピードや意思決定のスピードが

向上した。またデータを元に立案された施策の精度も向上している。

解決策

クラウドストレージにデータを集約しTableauで分析
本社のDX推進部門からの推薦でTableauの活用を開始。多様なデータソースから

クラウドストレージにデータを集約し、Tableau Bridge経由でTableauからアクセ

スする仕組みを作り上げた。

選定理由

可視化が容易で個人のスキルに依存しない
データ分析だけではなく可視化を直感的に行える点や、個人のスキルに依存しない

点を評価。これなら商材に横串を通したデータ活用が可能になると判断された。
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導入時期：2016年
導入製品： Tableau Desktop、Tableau Online、Tableau Bridge

主な利用環境： マーケティングにおける、分析の為のプラットフォーム＆ダッシュ
ボード

導入に要した期間：半年

意思決定速度
アップ

データ集計が月次から日次になり
マーケティング戦略の検討・実施スピードも向上

精度向上
商材に横軸を通したデータ活用で

施策の精度も向上
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導入の背景

商材に横串を通したデータ基盤の確立が課題に

フイルムからデジタルへ。写真の撮影方法や楽しみ方は大きく

変化してきましたが、現在でも「写真を紙に出力したい」「紙

のアルバムで思い出を楽しみたい」というニーズは少なくあり

ません。このような想いに応えるため、富士フイルム株式会社

（以下、富士フイルム）が提供しているのが、スマートフォン

から多彩なプリントサービスを簡単に注文できる「FUJIFILM 

Prints & Gifts」です。

「ネットを通じて簡単にプリントが注文できるサービスは、すで

に1998年から展開していました」と語るのは、このサービス

の企画・運営を手掛ける富士フイルム  イメージングシステム

ズ株式会社 コンシューマー営業本部 広域量販・特販事業部 

特販第２営業部でマネージャーを務める藤堂 正寛 氏。2018

年7月に既存サービスをリブランドし、より便利にしたのがこの

Q1. Tableau で感動したことは?

A1.直感的な操作性
「見たいデータがドラッグ＆ドロップで、簡単に見られることです。Excelでは膨大なデータの羅列からグラフを作成しなけれ
ばなりませんが、Tableauならその作業を行うことなく即座に可視化できます」

Q2. Tableau 導入後の変化は?

A2.データドリブンの発想に
「データにもとづいて意思決定するようになりました。実際の社内の会話でも「それはデータにもとづいているのか？」という
やり取りが多くなっていると感じています」

お 名 前：藤堂 正寛 様
役 　 職：EC統 括 マ ネ ー
ジャー
部 門 名：コンシューマー営
業本部 広域量販・特販事業
部 特販第２営業部
主な担当業務：「FUJIFILM 

Prints & Gifts」全体統括

お 名 前：佐藤 裕介 様
役 　 職：マネージャー
部 門 名：コンシューマー営
業本部 広域量販・特販事業
部 特販第２営業部
主な担当業務：「FUJIFILM 

Prints & Gifts」全体のマー
ケティングとデータ活用支援

お客様プロフィール お客様プロフィール

サービスなのだと説明します。「この他にも消費者向けの会員

サービスである『フジフイルムモール』での物販も行っており、

その会員になることでFUJIFILM Prints & Giftsをご利用いただ

けるようになっています」。

このようなECサイトのマーケティングでは、データを活用した

利用者の動向把握が欠かせません。そのため以前から様々な

データを取得して活用してきましたが、なかなか「痒いところ

に手が届かない状況でした」と、藤堂氏と同じく特販第２営

業部でマネージャーを務める佐藤 裕介 氏は振り返ります。

「このサービスは一種のポータルサイトであり、担当者は商材

毎に異なっています。そのため以前は担当者によってツール

の使い方やデータの見方が異なっており、ノイズも入りやすい

状況だったのです。これではサービス全体を視野に入れた、

精度の高い施策を練ることができません。商材に横軸を通し

たデータ基盤が必要だと考えていました」。



Tableau 導入・運用環境

クラウドストレージにデータを集約しTableauで分析

その基盤を作り上げるために採用されているのがTableauです。

「以前の私は富士フイルム本社でデジタルマーケティング戦

略を推進する『DM戦』という部署にいたのですが、そこで

2016年からTableauを活用していました」と藤堂氏。その理

由は富士フイルム全体のDXを推進するFW（Fujifilm Way）

室のマネージャーから「消費者向けサービスのマーケティング

を行うのであれば、Tableauでデータ活用したらどうか」と勧

められたたからだと言います。「それまではExcelのピボットテー

ブルでデータ分析を行っていたのですが、十分な可視化が行

えていませんでした。そこでこの提案に乗り、Tableauを使うこ

とにしたのです」。

FUJIFILM Prints & Giftsの運営では、受注データや売上デー

タ、会員情報、Google Analyticsのデータなど、多種多様な

データが活用されています。これらはいったんクラウド上のス

トレージに集約され、各ユーザーが使うTableauからTableau 

Bridge経由でアクセスできるようになっています。なおクラウ

ドストレージはSalesforce Marketing Cloudとも連携しており、

集約したデータのMarketing Cloudでの活用や、MA施策のデー

タのフィードバックも行われています。もちろんこのようなデー

タもTableauで分析可能です。

Tableau 選定の理由

可視化が容易で個人のスキルに依存しない点を評価

Tableau採用の理由について、藤堂氏は次のように説明します。

「データを分析できるだけではなく、その可視化も容易に行え

るからです。直感的にドラッグ＆ドロップを行えば、見たいデー

タを見たい角度ですぐに見られます。また複数のデータをか

け合わせた可視化も簡単で間違いもありません。Excelではど

うしても手作業が入るため、複数のデータをかけ合わせた表

を作成した際には本当に正しいのかを検証する必要がありま

すが、Tableauならその作業も不要になります」。

これに加え「個人のスキルに依存しない点も重要です」と指

摘するのは佐藤氏です。「マーケターやクリエイターはExcelを

使うのが苦手な人も多く、データの見方が間違っているケース

も少なくありません。しかしTableauでダッシュボードを用意し

ておけば、誰でも同じ視点でデータを分析できるようになります。

そのため各商材のマーケター自身が、他の商材との横串を通

した形でのデータ分析を行えます」。

Tableau 導入効果

施策の精度向上と意思決定のスピードアップを実現

Tableauを活用することで、以下のメリットが生まれています。

データ活用のスピードアップ
以前は多様なデータをCSVの形で抽出し、それをExcelに取

り込んで集計が行われていました。そのため作業時間がかかり、
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集計を行う頻度も月に1回程度だったと藤堂氏は振り返ります。

これがTableauによって即座に集計することが可能になり、デー

タ集計頻度も日次へと短縮されています。

精度の高い施策の立案
「以前は商材毎に異なるデータで意思決定を行っていたため、

他の商材での経験を活かすことが難しく、施策の精度もなか

なか向上しませんでした」と佐藤氏。Tableauを使うようになっ

てからは、各マーケターが同じ目線でデータを活用できるよう

になったため、過去の経験を活かした施策が立案しやすくなっ

たと言います。「またキャンペーンの効果を検証する場合でも、

データの見方に一貫性があるため、半年～1年といった長期ス

パンでの評価が行いやすくなりました。データを元にした施策

も数多く生まれています」。マーケターが持つデータが増え活

用速度が速くなると、広告デジタルデータを扱う部署でも考察

する材料が増えてスピードが速くなった等、関連部門にも効果

が波及している。

スピーディな会議と意思決定
施策立案や評価のための会議のやり方も、大きく変化してい

ます。以前は紙の資料をベースに議論が行われていましたが、

現在ではTableauの画面を操作しながら、短時間で完了する

会議が一般的になっています。「会議室を取らずに隣の席で

Tableauを見ながらパパッと決まる話も増えています。リモート

ワークでもTableauの画面を共有することで、問題なく意思決

定が行なえます」（佐藤氏）。

今後の展開について

Web広告データの活用やMarketing Cloudとの連携も

「今後はWeb広告のデータも取り込み、Tableauで分析できる

ようにしていきます」と佐藤氏。データが増えれば打てる施策

の幅も広がり、精度もさらに向上するからだと言います。「ハ

ウスエージェンシーの富士フイルムビジネスエキスパートでは、

既にSalesforce Datoramaを活用していました。現在、連携

の準備を進めています」。

その一方で藤堂氏は、Tableauで分析した結果をMarketing 

Cloudで活用することも検討していると語ります。「今は

Tableauで行ったセグメント分析の結果をCSVでエクスポート

してMarketing Cloudに取り込んでいますが、これを自動化し

たいと考えています」。
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無料トライアル版をダウンロードして、ぜひ Tableau をお試しください。

http://www.tableau.com/ja-jp/trial

株式会社セールスフォース・ドットコム Tableau (Email: japan@tableau.com)

© Copyright Tableau Software, Inc. 2022. All rights reserved. Tableau Software, the Tableau Software logo, and Visual Analysis for Databases are either registered 
trademarks or trademarks  of Tableau Software, Incorporated. Other company or product names may be the trademarks of their respective owners.

http://www.tableau.com/ja-jp/trial
mailto:japan%40tableau.com?subject=

